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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月31日(2015.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高伸縮のエネルギー硬化性樹脂組成物であって、
エネルギー硬化性樹脂組成物の重量を基にして０％～２０％の重量での多官能性モノマー
又は多官能性オリゴマー又はそれらの組み合わせと、
不活性樹脂及び一官能性モノマー又は一官能性オリゴマー又はそれらの組み合わせを含む
ブレンドとを含み、
ブレンドがエネルギー硬化性樹脂組成物の重量を基にして８０％以上である量で存在し、
不活性樹脂がエネルギー硬化性樹脂組成物の重量を基にして３０％以上である量で存在す
る樹脂組成物。
【請求項２】
　ブレンドが、一官能性モノマー又は一官能性オリゴマー又は一官能性モノマーと一官能
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性オリゴマーの組み合わせに溶解された不活性樹脂を含む溶液である請求項１の樹脂組成
物。
【請求項３】
　不活性樹脂が不活性熱可塑性樹脂を含む請求項１又は２の樹脂組成物。
【請求項４】
　多官能性モノマー又は多官能性オリゴマー又はそれらの組み合わせの総量が組成物の重
量を基にして１０重量％以下であり、多官能性モノマー又は多官能性オリゴマー又はそれ
らの組み合わせの総量が組成物の重量を基にして５重量％以下であるか、または、多官能
性モノマー又は多官能性オリゴマー又はそれらの組み合わせの総量が組成物の重量を基に
して１重量％以下である、請求項１～３のいずれか１項の樹脂組成物。
【請求項５】
　多官能性モノマーが、アルコキシ化脂肪族ジアクリレート、アルコキシ化脂肪族ジメタ
クリレート、アルコキシ化ネオペンチルグリコールジアクリレート、アルコキシ化ネオペ
ンチルグリコールジメタクリレート、１，４－ブタンジオールジアクリレート、１，４－
ブタンジオールジメタクリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレート、１，３
－ブチレングリコールジメタクリレート、シクロヘキサンジメタノールジアクリレート、
シクロヘキサンジメタノールジメタクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、
ジエチレングリコールジメタクリレート、ジプロピレングリコールジアクリレート、ジプ
ロピレングリコールジメタクリレート、１，１２－ドデカンジオールジメタクリレート、
エトキシ化ビスフェノールＡジメタクリレート、エトキシ化（２）ビスフェノールＡジメ
タクリレート、エトキシ化（３）ビスフェノールＡジアクリレート、エトキシ化（４）ビ
スフェノールＡジアクリレート、エトキシ化（４）ビスフェノールＡジメタクリレート、
エトキシ化（６）ビスフェノールＡジメタクリレート、エトキシ化（８）ビスフェノール
Ａジメタクリレート、エトキシ化（１０）ビスフェノールＡジアクリレート、エトキシ化
（１０）ビスフェノールＡジメタクリレート、エトキシ化（３０）ビスフェノールＡジア
クリレート、エトキシ化（３０）ビスフェノールＡジメタクリレート、エチレングリコー
ルジメタクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオ
ールジメタクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ネオペンチルグリコー
ルジメタクリレート、ポリエステルジアクリレート、ポリエチレングリコール（２００）
ジアクリレート、ポリエチレングリコール（４００）ジアクリレート、ポリエチレングリ
コール（４００）ジメタクリレート、ポリエチレングリコール（６００）ジアクリレート
、ポリエチレングリコール（６００）ジメタクリレート、ポリエチレングリコールジメタ
クリレート、ポリプロピレングリコール（４００）ジメタクリレート、プロポキシ化ネオ
ペンチルグリコールジアクリレート、プロポキシ化ネオペンチルグリコールジメタクリレ
ート、プロポキシ化（２）ネオペンチルグリコールジアクリレート、テトラエチレングリ
コールジアクリレート、テトラエチレングリコールジメタクリレート、トリシクロデカン
ジメタノールジアクリレート、トリエチレングリコールジアクリレート、トリエチレング
リコールジメタクリレート、トリプロピレングリコールジアクリレート及びトリプロピレ
ングリコールジメタクリレート及びそれらの組み合わせの間から選択される二官能性のモ
ノマー又はオリゴマーであるか、または多官能性モノマーまたは多官能性オリゴマーを全
く含まない、請求項１～４のいずれか１項の樹脂組成物。
【請求項６】
　一官能性のモノマー又はオリゴマーがアクリレート又はメタクリレートを含み、一官能
性のモノマー又はオリゴマーが８～２０の範囲での粘着度を有し、一官能性のモノマー又
はオリゴマーが１０～１６の範囲での粘着度を有し、一官能性のモノマー又はオリゴマー
が０℃を超えるＴｇを有し、一官能性のモノマー又はオリゴマーが２０℃～１００℃の範
囲でのＴｇを有し、一官能性のモノマー又はオリゴマーが２０℃～２５℃の範囲でのＴｇ
を有し、一官能性のモノマー又は一官能性のオリゴマーが、アクリル酸エステル、アクリ
ル酸モノマー、Ｎ－アクリロイルアミン、Ｎ－アクリロイルモルフォリン、脂肪族モノア
クリレート、脂肪族モノメタクリレート、アルコキシ化ラウリルアクリレート、アルコキ
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シ化フェノールアクリレート、アルコキシ化テトラヒドロフルフリルアクリレート、Ｃ１

２－Ｃ１４アルキルメタクリレート、芳香族アクリレートモノマー、芳香族メタクリレー
トモノマー、芳香族モノアクリレートオリゴマー、芳香族モノメタクリレートオリゴマー
、ベンジルメタクリレート、カプロラクトンアクリレート、環状トリメチロールプロパン
ホルマールアクリレート、脂環式アクリレートモノマー、ジシクロペンタジエニルメタク
リレート、ジエチレングリコールメチルエーテルメタクリレート、エポキシアクリレート
、エポキシメタクリレート、２（２－エトキシ－エトキシ）エチルアクリレート、エトキ
シ化（４）ノニルフェノールアクリレート、エトキシ化（４）ノニルフェノールメタクリ
レート、エトキシ化ノニルフェノールアクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート
、イソボミルアクリレート、イソボミルメタクリレート、イソデシルアクリレート、イソ
デシルアクリレート、イソデシルメタクリレート、イソオクチルアクリレート、イソオク
チルアクリレート、ラウリルアクリレート、ラウリルメタクリレート、メトキシポリエチ
レングリコール（３５０）モノアクリレート、メトキシポリエチレングリコール（３５０
）モノメタクリレート、メトキシポリエチレングリコール（５５０）モノアクリレート、
メトキシポリエチレングリコール（５５０）モノメタクリレート、ノニルフェニルポリオ
キシエチレンアクリレート、オクチルデシルアクリレート、２－フェノキシエチルアクリ
レート、２－フェノキシエチルメタクリレート、ポリエステルアクリレート、ポリエステ
ルメタクリレート、ポリエーテルアクリレート、ポリエーテルメタクリレート、ポリフェ
ノキシアクリレート、ステアリルアクリレート、ステアリルメタクリレート、テトラヒド
ロフルフリルアクリレート、テトラヒドロフルフリルメタクリレート、トリデシルアクリ
レート、トリデシルメタクリレート、トリエチレングリコールエチルエーテルメタクリレ
ート、３，３，５－トリメチルシクロヘキシルメタクリレート、３，３，５－トリメチル
シクロヘキシルメタクリレート、ウレタンアクリレート、ウレタンメタクリレート、Ｎ－
ビニルアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド及びＮ－ビニル－ピロリドン、及びそれらの組み
合わせの間から選択され、且つ／またはブレンドが芳香族モノアクリレートオリゴマーを
含有する、請求項１～５のいずれか１項の樹脂組成物。
【請求項７】
　不活性樹脂が、アクリル酸樹脂、尿素アルデヒド樹脂、ポリエステル樹脂、アルデヒド
樹脂、エポキシ樹脂、ロジンエステル樹脂、セルロースニトレート、セルロースアセトブ
チレート、塩化ビニルコポリマー、メラミン－ホルムアルデヒド樹脂、ポリウレタン樹脂
、ポリイミド樹脂、アルキド樹脂、脂肪族フタレート樹脂、芳香族フタレート樹脂、及び
それらの組み合わせの間から選択され、且つ／または、不活性樹脂が、樹脂組成物の重量
を基にして３５重量％～９０重量％の間の量で存在する、請求項１～６のいずれか１項の
樹脂組成物。
【請求項８】
　一官能性モノマーが、樹脂組成物の重量を基にして１０重量％～９０重量％の間の量で
存在する請求項１～７のいずれか１項の樹脂組成物。
【請求項９】
　重合阻害剤をさらに含み、重合阻害剤が、ベンゾキノン、ベンゾトリアゾールアルミニ
ウム塩アミン錯体、ブチル化ヒドロキシトルエン、ヒドロキノン、ヒドロキノンモノメチ
ルエーテル、ナフトキノン、ｔ－ブチルカテコール、又はｔ－ブチルヒドロキノン又はそ
れらの組み合わせを含む、１～８のいずれか一項の樹脂組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項の樹脂組成物を含むエネルギー硬化性のインク又はコーテ
ィング。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項の樹脂組成物を含む硬化したインク又はコーティングで
あって、硬化したインク又はコーティングが割れを発生させずに２５％以上の伸縮を示す
インク又はコーティング。
【請求項１２】
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　樹脂組成物が、インク又はコーティングの２０重量％～８０重量％である量で存在する
請求項１０又は１１のインク又はコーティング。
【請求項１３】
　インク又はコーティングの組成物の重量を基にして０．１重量％～３０重量％の量で任
意に存在する粘度調節剤をさらに含み；任意にベンゾキノン、ベンゾトリアゾールアルミ
ニウム塩アミン錯体、ブチル化ヒドロキシトルエン、ヒドロキノン、ヒドロキノンモノメ
チルエーテル、ナフトキノン、ｔ－ブチルカテコール、又はｔ－ブチルヒドロキノン又は
それらの組み合わせをさらに含み、且つ／またはインク又はコーティングの組成物の重量
を基にして０．１重量％～３重量％の量で任意に存在する重合阻害剤をさらに含み；任意
にベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインフェニルエーテル
、メチルベンゾイン、エチルベンゾイン、プロピルベンゾイン、ブチルベンゾイン、ペン
チルベンゾイン、ベンジル－ジメチルケタール、２－（ｏ－クロロフェニル）－４，５－
ジフェニルイミダゾールダイマー、２－（ｏ－クロロ－フェニル）－４，５－ジ（ｍ－メ
トキシフェニル）イミダゾールダイマー、２－（ｏ－フルオロフェニル）－４，５－フェ
ニル－イミダゾールダイマー、２－（ｏ－メトキシフェニル）－４，５－ジフェニル－イ
ミダゾールダイマー、２－（ｐ－メトキシ－フェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾー
ルダイマー、２，４－ジ（ｐ－メトキシ－フェニル）－５－フェニル－イミダゾールダイ
マー、２－（２，４－ジメトキシフェニル）－４，５－ジフェニル－イミダゾールダイマ
ー、９－フェニルアクリジン、ｌ，７－ビス（９，９’－アリジニル）ヘプタン、Ｎ－フ
ェニルグリシン、クロロ－ベンゾフェノン、４－フェニルベンゾフェノン、トリメチル－
ベンゾフェノン、３，３’－ジメチル－４－メトキシベンゾフェノン、４，４’－ジメチ
ルアミノ－ベンゾフェノン、４，４’－ビス（ジエチル－アミノ）－ベンゾフェノン、ア
クリル酸系ベンゾフェノン、メチル－ｏ－ベンゾイルベンゾエート、イソプロピル－チオ
キサントン、２－クロロ－チオキサントン、２－エチル－チオキサントン、２－ベンジル
－２－（ジメチル－アミノ）－４’－モルフォリノ－ブチロフェノン、ヒドロキシベンゾ
フェノン、２，２－ジメトキシ－２－フェニル－アセトフェノン、２，２－ジエトキシア
セトフェノン、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェン、１－ヒドロキシシクロ
ヘキシルアセトフェノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－ｌ－フェニルプロパノン、４－
ベンゾイル－４’－メチル－ジフェニルスルフィド、エチル４－ジメチル－アミノ－ベン
ゾエート、２－エチル－ヒドロキノン；（２，４，６－トリメチルベンゾイル）ジフェニ
ルホスフィンオキシド、エチル（２，４，６－トリメチル－ベンゾイル－フェニルホスフ
ィネート、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニルケトン、２－ヒドロキシ－２－メ
チル－ｌ－フェニルプロパノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－ｌ－（４－イソプロピル
フェニル）プロパノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－（４－ドデシルフェニル）プ
ロパノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパノン、２－ヒドロキシ－２
－メチル－１－［（２－ヒドロキシエトキシ）－フェニル］プロパノン、（２，６－ジメ
トキシ－ベンゾイル）－２，４，４－トリメチルペンチルホスフィンオキシド、２，２－
ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）
フェニル－ホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－イソオクチル
－ホスフィンオキシド、エトキシ（２，４，６－トリメチル－ベンゾイル）フェニルホス
フィンオキシド、又はそれらの組み合わせを含み、且つ／またはインク又はコーティング
の組成物の重量を基にして０．１重量％～１５重量％の量で任意に存在する光開始剤をさ
らに含み；インク又はコーティングの組成物の重量を基にして０．１重量％～６０重量％
の量で任意に存在する顔料又は染料又はそれらの組み合わせをさらに含み；アンモニア、
霧化防止剤、シリカ、タルク、マイクロタルク、粘土、消泡剤、分散剤、流動剤、潤滑剤
、ワックス、可塑剤、シリコーン、安定剤、及び湿潤剤、及びそれらの組み合わせの間か
ら選択され、インク又はコーティングの組成物の重量を基にして０．１重量％～１５重量
％の量で存在する添加剤をさらに含む、請求項１０又は１１のインク又はコーティング。
【請求項１４】
　エネルギー硬化性インクであって、
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インク組成物の重量を基にして０．１重量％～２０重量％の顔料／染料と、
３０重量％～８０重量％の請求項１～９のいずれか１項の樹脂組成物を含み、ここで、イ
ンクは硬化されると、割れを発生させずに２５％以上の伸縮を示し；
　エネルギー硬化性の透明な被膜であって、
インク組成物の重量を基にして６０重量％～９０重量％の請求項１～９のいずれか１項の
樹脂組成物を含むエネルギー硬化性の透明な被膜を含み、ここで、透明な被膜は、硬化さ
れると、割れを発生させずに２５％以上の伸縮を示し；あるいは
　エネルギー硬化性の白色インクであって、インク組成物の重量を基にして５重量％～６
０重量％の白色の顔料／染料と、２０重量％～５０重量％の請求項１～９のいずれか１項
の樹脂組成物を含み、ここで、白色インクは、硬化されると、割れを発生させずに２５％
以上の伸縮を示す。
【請求項１５】
　高伸縮の熱転写ラベルであって、
請求項１０～１４のいずれか１項のインク又はコーティングの少なくとも１層を含み、ラ
ベルが割れを発生させずに少なくとも２０％の伸縮を示す高伸縮の熱転写ラベル。
【請求項１６】
　さらに支持体部分と転写部分を含み、転写部分が、インク又はコーティングの１以上の
層を任意に含み、さらに剥離層を含み、且つ／またはさらに接着層を含む、請求項１５の
熱転写ラベル。
【請求項１７】
　高伸縮の熱転写ラベルを製造する方法であって、
担体薄膜に剥離層を塗布する工程と、
請求項１０～１４のいずれか１項のインク又はコーティングの少なくとも１層を剥離層に
塗布する工程と、
化学線を用いてインク又はコーティングの少なくとも１層を硬化して硬化プリントを製造
する工程と
硬化プリント上に接着層を塗布して熱転写ラベルを形成する工程を含み、
　インク又はコーティングがリソグラフ印刷、フレキソ印刷又はグラビア印刷によって塗
布される、方法。
【請求項１８】
　物品に高伸縮のインク又はコーティングでラベル貼付する又は加飾する方法であって、
支持体を提供することと、
請求項１１～１７のいずれか１項のインク又はコーティングの少なくとも１層を支持体に
塗布してラベル又は装飾又はその双方を含む熱転写デザインを形成することと、
転写デザインのインク又はコーティングを硬化することと、
熱転写デザインを支持体から物品に転写することを含み、
　インク又はコーティングがリソグラフ印刷、フレキソ印刷又はグラビア印刷によって塗
布され、且つ／または
　インク又はコーティングが紫外線又は電子線又はそれらの組み合わせの適用によって硬
化される、方法。
【請求項１９】
　熱転写デザインを転写することが、熱転写デザインを物品に接触させながら、熱転写デ
ザインに熱を適用することを含み、
　物品へのデザインの転写に先立って転写デザイン上に接着層を塗布することをさらに含
み、
　　インク又はコーティングの塗布に先立って支持体に剥離層を塗布することをさらに含
み、且つ／または
　物品が少なくとも１つの曲線を有する又は先細りである、請求項１８の方法。
【請求項２０】
　高伸縮の熱転写ラベルで物品にラベル貼付する方法であって、
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請求項１０～１４のいずれか１項の硬化されたインク又はコーティングの少なくとも１層
を含有する高伸縮の熱転写ラベルを提供することと、
熱転写ラベルと物品の間の接触を改善するために物品に熱転写ラベルを転写しながら熱転
写ラベルの少なくとも一部を伸縮することを含み、
熱転写ラベルは割れを発生させずに少なくとも２０％伸縮することができ、
伸縮する工程が、熱転写ラベルを物品に接触させながら熱転写ラベルに熱を適用すること
を任意に含む、方法。
【請求項２１】
　物品であって、
請求項１０～１４のいずれか１項の硬化されたインク又はコーティングを含有するラベル
若しくは装飾、又は
請求項１５または１６のいずれか１項の熱転写ラベルを含む物品。
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